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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のうちから選択した送信先装置に対
してデータ送信を行い、該送信先装置から受信結果を受信する無線通信装置において、
　前記データ送信の制御を行う制御部と、
　該データ送信の制御に応じてパスサーチの対象とする送信先装置を特定するパスサーチ
部と、
　を備えたことを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
　前記パスサーチ部は、前記データ送信の制御として、前記共有チャネルを介したデータ
の送信先として選択する優先順の管理制御を用いる、
　ことを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記パスサーチ部によってパスサーチの対象として特定される送信先装置は、該送信先
装置からの受信信号の同期が確立されている状態にある送信先装置から選択される、
　ことを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記パスサーチ部は、パスサーチの対象とする送信先装置の特定の際に、前記共有チャ
ネルを介して送信するデータの蓄積状況を参照する、
　ことを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
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【請求項５】
　前記制御部は、前記データの送信に先立って、送信先装置に向けて送信予告信号を送信
するように送信予告制御をし、前記データ送信の制御として、該送信予告制御を用いる、
ことを特徴とする請求項１記載の無線通信装置。
【請求項６】
　共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のうちから選択した送信先装置に対
してデータ送信を行い、該送信先装置から受信結果を受信する無線通信装置において、
　前記複数の送信先装置の候補のうちから、前記共有チャネルを利用して送信可能なデー
タが蓄積されている送信先装置を特定して、パスサーチの対象とするパスサーチ部と、
　少なくとも該パスサーチ部により該特定した送信先装置についてのパスサーチが完了し
てから該特定した送信先装置から応答確認信号を受信するように、前記共有チャネルを利
用したデータの送信制御を行う制御部と、
　を備えたことを特徴とする無線通信装置。
【請求項７】
　共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のうちから選択した送信先装置に対
してデータ送信を行い、該送信先装置から受信結果を受信する無線通信装置に搭載される
パスサーチの割り当てユニットにおいて、
　前記共有チャネルを利用したデータの送信制御に応じてパスサーチの対象とする送信先
装置を特定する特定手段と、
　特定した送信先装置に関する情報を出力する出力手段と、
　を備えたことを特徴とするパスサーチの割り当てユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置（ＣＤＭＡ無線通信装置）に関し、好ましくは、ＵＭＴＳ（Ｗ
ＣＤＭＡ）通信方式を採用した移動無線通信システムや無線ＬＡＮシステムで用いられる
無線通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　CDMA無線通信装置においては、拡散コード（Spreading Code）により拡散処理が施され
た無線信号を受信するため、逆拡散処理機能を受信部に設ける必要がある。
【０００３】
　即ち、受信信号と、逆拡散コードとを乗算等することで逆拡散処理を行う必要がある。
【０００４】
　ここで、受信信号と逆拡散コードとを乗算するタイミングが重要であり、受信信号に対
して逆拡散コードとの間の位相を少しずつずらしながら高い相関の得られるタイミングを
特定し、この特定したタイミングで逆拡散コードを受信信号に乗算することとなる。
【０００５】
　尚、一般にＣＤＭＡでは、マルチパスを介して受信した信号を有効利用すべくいわゆる
RAKE合成処理を行なうため、サーチャーと呼ばれる回路を用いて、相対的な位相と相関と
の関係を遅延プロファイルとして求め、高い相関の得られる複数のタイミングを特定し、
特定したタイミングで逆拡散処理を行なうように、逆拡散処理部に通知する。
【０００６】
　しかし、ＣＤＭＡ無線通信装置として、複数系統（例えば、複数ユーザ対応）の受信信
号を取扱う必要がある場合には、各系統に対応させてサーチャーを設ける必要があるが、
サーチャーは比較的大規模であり、各系統対応に設けることは得策ではない。
【０００７】
　そこで、サーチャーを時分割的に利用することで、複数系統間（複数ユーザ間）でサー
チャーを共用し、回路規模の増大を抑えるという手法が従来から提案されている。
【０００８】
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　例えば、特許文献１（特開2000-151558号公報）では、新たに確立した通信チャネルに
高い優先順位を与えたり、遅延プロファイルの変化が大きい通信チャネルに高い優先順位
を与えたり、誤り率が劣化された通信チャネルに高い優先順位を与え、この優先順位に応
じてパス検出部を動作すべきことを開示している。
【０００９】
　一方、近年、第１無線通信装置から共有チャネル等を介してバースト的にデータを送信
し、これを受信した第２無線通信装置から応答信号をこの第１無線通信装置に返送するこ
とでデータの受信確認を行うシステムが提案されている。
【００１０】
　例えば、ＨＳＤＰＡ（High Speed Downlink Packet Access）がそのシステム１例とし
て挙げられる。尚、ＨＳＤＰＡは、ＵＭＴＳ（ＷＣＤＭＡ）通信システムへ適用され、下
り方向（Downlink）の共有チャネルを利用した高速なパケット伝送方式を可能とする方式
である。また、無線ＬＡＮ通信システムにおいても、同様に共有チャネルを利用した高速
なパケット伝送方式が提案されている。
【００１１】
　ＨＳＤＰＡでは、Ｈ－ＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat reQuest）方式が採用されて
いる。Ｈ－ＡＲＱでは、移動局は基地局からの受信データについて誤りを検出した場合に
、この基地局に対して再送要求を行う（ＮＡＣＫ信号を送信する）。この再送要求を受信
した基地局は、データの再送を行うので、移動局は、既に受信済みのデータと、再送され
た受信データとの双方を用いて有効に利用する。このように、既に受信済みでデータを有
効利用することで、無駄な送信が発生しないようにしている。尚、移動局は受信データに
ついて誤りを検出しない場合は、ＡＣＫ信号を送信するため、基地局は送信データが正常
に受Ｓにされたことを検出し、次のデータの送信モードに移行する。
【００１２】
　しかし、所定時間ＡＣＫ信号を受信しない場合、ＮＡＣＫ信号を受信した場合は、送信
したデータについて再送信をモードに移行する。
【００１３】
　尚、ＨＳＤＰＡは、先に説明した、共有チャネルを利用したデータ伝送だけでなく、適
応符号化変調（ＡＭＣ：Adaptive Modulation and Coding）も採用している。
【００１４】
　適応変調制御とは、データ伝送を行う際の送信形式を適応的に変化させる制御である。
【００１５】
　例えば、受信局は、送信局から送信された信号を受信し、その受信信号を用いて送信局
と受信局との間の無線環境（下り方向(Downlink)の無線環境）を測定し、その測定結果を
送信局に送信し、送信局は、その測定結果に基づいて適応的に送信形式を変化させるので
ある。
【００１６】
　尚、送信形式の変化としては、例えば、ＱＰＳＫ変調方式を１６ＱＡＭ変調方式にする
ことや、送信の際に利用する拡散コードの数を変化させることや、送信するデータサイズ
（パケット長）を変化させること等が代表例として挙げられる。
【００１７】
　次に、ＨＳＤＰＡに用いられる主な無線チャネルについて説明する。
ＨＳＤＰＡ専用のチャネルとしては、ＨＳ－ＳＣＣＨ（High Speed-Shared Control Chan
nel）、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ（High Speed-Physical Downlink Shared Channel）、ＨＳ－Ｄ
ＰＣＣＨ（High Speed-Dedicated Physical Control Channel）がある。
【００１８】
　ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、双方とも下り方向（Downlink）（即ち、基地局
から移動局への方向）の共有チャネルであり、ＨＳ－ＳＣＣＨは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨにて
送信するデータに関する各種パラメータを送信する制御チャネルである。各種パラメータ
としては、例えば、次のものが挙げられる。
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【００１９】
　・どの変調方式を用いるかを示す変調タイプ（Modulation Scheme）情報
　・割当てる拡散符号（spreading code）に関する情報
　・送信前に施されるレートマッチング処理のパターン情報
　一方、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、上り方向（Uplink）（即ち、移動局から基地局への方向）
の個別の制御チャネル(Dedicated Control Channel)である。例えば、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ
を介して基地局から受信したデータの受信可、否の結果をそれぞれＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ
信号（応答信号）として基地局に対して送信する際に移動局によって用いられる。
【００２０】
　尚、移動局がデータの受信に失敗した場合（受信データがＣＲＣエラーである場合等）
は、再送要求としてのＮＡＣＫ信号が移動局から送信されるので、基地局は再送制御を実
行することとなる。また、無線基地局は、ＡＣＫ信号もＮＡＣＫ信号も受信できない場合
（ＤＴＸの場合）は、やはり再送制御を行うため、移動局がＡＣＫ信号もＮＡＣＫ信号も
送信しないＤＴＸ状態となることも再送要求の１つとして挙げられる。
【００２１】
　その他、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、移動局が測定した基地局からの受信信号の受信品質情報
（例えばＳＩＲ）をＣＱＩ情報（Channel Quality Indicator）として基地局に送信する
ためにも用いられる。そして、基地局は、受信したＣＱＩ情報により下り方向の送信形式
を変更する。即ち、ＣＱＩ情報が下り方向の無線環境が良好であることを示す場合は、よ
り高速にデータを送信可能な変調方式に送信形式を切り替え、逆にＣＱＩ情報が下り方向
の無線環境が良好でないことを示す場合は、より低速にデータを送信する変調方式に送信
形式を切りかえる（即ち、適応変調制御を行う）。
・「チャネル構造」
　ここで、ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成について説明する。
【００２２】
　図１は、ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成を示すための図である。尚、Ｗ－ＣＤＭＡは
、符号分割多重方式を採用するため、各チャネルは符号により分離されている。
【００２３】
　まず、説明していないチャネルについて簡単に説明しておく。
ＣＰＩＣＨ（Common Pilot Channel）は、下り方向の共通チャネルであり、無線ゾーン（
セル）内の全ての移動局に対して送信される。
【００２４】
　ＣＰＩＣＨは、移動局において次のような種々の処理のために利用され、いわゆるパイ
ロット信号（既知信号）を送信するためのチャネルである。
【００２５】
　・チャネル推定
　・セルサーチ
　・同一セル内における他の下り物理チャネルのタイミング基準
　次に、図１を用いて、チャネルのタイミング関係について説明する。
【００２６】
　図のように、各チャネルは、３×５＝１５個のスロット（各スロットは、２５６０チッ
プ長相当）により１フレーム（１０ｍｓ）が構成されている。先に説明したように、ＣＰ
ＩＣＨは他のチャネルの基準として用いられるため、Ｐ－ＣＣＰＣＨ（図示を省略）及び
ＨＳ－ＳＣＣＨのフレームの先頭はＣＰＩＣＨのフレームの先頭と一致している。ここで
、ＨＳ－ＰＤＳＣＨのフレームの先頭は、ＨＳ－ＳＣＣＨ等に対して２スロット遅延して
いるが、移動局がＨＳ－ＳＣＣＨを介して変調タイプ情報を受信してから、受信した変調
タイプに対応する復調方式でＨＳ－ＰＤＳＣＨの復調を行うことを可能にするためである
。
【００２７】
　また、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、３スロットで１サブフレームを構成して
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いる。尚、移動局は、ＨＳ－ＳＣＣＨを毎サブフレーム受信し、自分自身宛てにデータの
送信が行われるかをチェックし、データの送信が行われる場合は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを受
信（復号）し、データの送信が行われない場合は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信（復号）しな
い。
【００２８】
　ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、上り方向のチャネルであり、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの受信から約７．
５スロット経過後に、受信確認のための応答信号であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を移動局か
ら基地局に送信するための用いるスロット（１スロット長）を含む。
【００２９】
　また、ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、適応変調制御のためのＣＱＩ情報を定期的に基地局にフィ
ードバック送信するためにも用いられる。ここで、送信するＣＱＩ情報は、例えば、ＣＱ
Ｉ送信の４スロット前から１スロット前までの期間に測定した受信環境（例えば、ＣＰＩ
ＣＨのＳＩＲ測定結果）に基づいて算出される。
【００３０】
　上述した、ＨＳＤＰＡに関する事項は、例えば非特許文献１に開示されている。
【特許文献１】特開2000-151558号公報
【非特許文献１】３Ｇ　ＴＳ　２５．２１２（3rd Generation Partnership Project: Te
chnicalSpecification Group Radio Access Network ; Multiplexing and channel codin
g (FDD)）V6.2.0 (2004年６月)
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３１】
　先に説明した背景技術によれば、新たに通信チャネルを確立するときや、受信品質の劣
化の際に、サーチャーにおいて優先的にパスサーチを行うように動作させることとなる。
【００３２】
　しかし、相関値を積算することで生成される遅延プロファイルを精度よく求め、パスサ
ーチを行うためには、１つのチャネル（ユーザ）のために、例えば、２０ｍｓ程度の時間
を要することもある。
【００３３】
　先に説明したように、共有チャネルを介してバースト的にデータを送信し、その受信確
認を単発的に行う場合（例えば、ＨＳＤＰＡのような場合）は、単発的に送信される受信
確認のための信号（ＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ信号）を確実に受信すべきであるが、その信号
の受信の少し前で受信品質が劣化し、優先的にパス検出を行うようにしたとしても、パス
サーチが間に合わず、その信号を受信し損なってしまうことがある。
【００３４】
　例えば、受信が正常になされたことを示す信号（ＡＣＫ信号）を受信し損なうと、本来
であれば、再送等の特別な動作は不要にもかかわらず、再送等の特別な動作を行うことと
なってしまい伝送効率を劣化させてしまう。
【００３５】
　ＮＡＣＫ信号を受信し損なうと、受信結果の受信待ち時間を所定時間に設定している場
合は、その所定時間の経過まで再送の判断ができず、再送効率が低下する。
【００３６】
　従って、本発明の目的の１つは、共有チャネルを利用したデータ送信を行う場合に、受
信確認の受信精度を高めることである。
【００３７】
　また、本発明の目的の１つは、パスサーチと共有チャネルを利用したデータ送信とを連
携させることで、伝送効率の向上を図ることである。
【００３８】
　尚、上記目的に限らず、後述する発明を実施するための最良の形態に示す各構成により
導かれる効果であって、従来の技術によっては得られない効果を奏することも本発明の目
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的の１つとして位置付けることができる。
【課題を解決するための手段】
【００３９】
（１）この発明の第１の案では、共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のう
ちから選択した送信先装置に対してデータ送信を行い、該送信先装置から受信結果を受信
する無線通信装置において、前記データ送信の制御を行う制御部と、該データ送信の制御
に応じてパスサーチの対象とする送信先装置を特定するパスサーチ部と、を備えたことを
特徴とする無線通信装置を用いる。
（２）好ましくは第１の案において、パスサーチ部は、前記データ送信の制御として、前
記共有チャネルを介したデータの送信先として選択する優先順の管理制御を用いる、こと
を特徴とする無線通信装置を用いる。
（３）好ましくは第１の案において、パスサーチ部によってパスサーチの対象として特定
される送信先装置は、該送信先装置からの受信信号の同期が確立されている状態にある送
信先装置から選択される、ことを特徴とする無線通信装置を用いる。
（４）好ましくは第１の案において、パスサーチ部は、パスサーチの対象とする送信先装
置の特定の際に、前記共有チャネルを介して送信するデータの蓄積状況を参照する、こと
を特徴とする無線通信装置を用いる。
（５）好ましくは第１の案において、前記制御部は、前記データの送信に先立って、送信
先装置に向けて送信予告信号を送信するように送信予告制御をし、前記データ送信の制御
として、該送信予告制御を用いる、ことを特徴とする無線通信装置を用いる。
（６）この発明の第２の案では、共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のう
ちから選択した送信先装置に対してデータ送信を行い該送信先装置から受信結果を受信す
る無線通信装置において、前記複数の送信先装置の候補のうちから、前記共有チャネルを
利用して送信可能なデータが蓄積されている送信先装置を特定して、パスサーチの対象と
するパスサーチ部と、少なくとも該パスサーチ部により該特定した送信先装置についての
パスサーチが完了してから該特定した送信先装置から応答確認信号を受信するように、前
記共有チャネルを利用したデータの送信制御を行う制御部と、を備えたことを特徴とする
無線通信装置を用いる。
（７）この発明の第３の案では、共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のう
ちから選択した送信先装置に対してデータ送信を行い、該送信先装置から受信結果を受信
する無線通信装置に搭載されるパスサーチの割り当てユニットにおいて、前記共有チャネ
ルを利用したデータの送信制御に応じてパスサーチの対象とする送信先装置を特定する特
定手段と、特定した送信先装置に関する情報を出力する出力手段と、を備えたことを特徴
とするパスサーチの割り当てユニットを用いる。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、共有チャネルを利用したデータ送信を行う場合に、受信確認の受信精
度を高めることができる。
【００４１】
　また、本発明によれば、パスサーチと共有チャネルを利用したデータ送信とを連携させ
ることで、伝送効率の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、図面を参照することにより、本発明の実施の形態について説明する。
〔ａ〕第１実施形態の説明
　この実施形態では、共有チャネルを利用して、複数の送信先装置の候補のうちから選択
した送信先装置に対してデータ送信を行う場合に、共有チャネルを利用したデータの送信
制御に応じてパスサーチの対象とする送信先装置を特定するようにする。
【００４３】
　これにより、共有チャネルを利用して送信されたデータを受信することで、応答信号を
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送信するであろう装置についてのパスサーチを行うことができることとなる。
【００４４】
　即ち、共有チャネルを利用したデータの送信制御とパスサーチとを連携させることがで
き、伝送効率の向上が図られる。
【００４５】
　先に説明したように、共有チャネルを利用したデータ送信は、種々の通信装置（例えば
、無線ＬＡＮシステムを構成する無線通信装置等）が利用可能であるが、ここでは、先に
説明したＨＳＤＰＡに対応した無線通信装置を例に挙げて説明することとする。
【００４６】
　尚、この場合、共有チャネルはＨＳ－ＰＤＳＣＨに対応する。
・「無線基地局２（無線通信装置）」
　図２は、ＨＳＤＰＡに対応した無線基地局の構成を示す。
【００４７】
　図において、１は無線基地局、２は移動局との間で無線信号の送受信を行なうための無
線送受信部、３は各部の制御を行う制御部、４はルーティング装置（ＡＴＭ交換機、ルー
ター、基地局制御装置等）との間のインタフェースをとる第１インタフェース部、５は移
動局へ共有チャネルを介して送信するデータ、送信先候補の優先順情報を記憶する記憶部
を示す。
【００４８】
　無線送受信部２は、ＣＰＩＣＨ、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ、個別チャネルの
送信部、及び、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ、個別チャネルの受信部として機能する。
【００４９】
　尚、ＣＰＩＣＨは、適応変調制御を行うために必要とされる下り無線回線の品質を移動
局が測定できるようにするためのチャネルである。
【００５０】
　また、ＨＳ－ＳＣＣＨは、共有チャネルであるＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータを送信
することを通知するためのチャネルである。
【００５１】
　ＨＳ－ＰＤＳＣＨは、ＣＱＩ情報に応じて送信形式を適用的に制御して、パケットデー
タ等のデータを高速で送信するためのチャネルである。
【００５２】
　ＨＳ－ＤＰＣＣＨは、移動局から送信されるＣＱＩ情報、ＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ信号を
受信するためのチャネルである。
【００５３】
　個別チャネルは、移動局からパイロット信号等の既知信号を受信して移動局からの他の
信号の復調（同期検波）の際に、チャネル補償のために用いられたり、移動局に対して送
信電力制御を行うために用いられるチャネルである。
【００５４】
　尚、先に説明したように、ＨＳ－ＳＣＣＨは、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを受信する際に必要と
なる情報（変調方式，拡散コード情報等）を移動局に通知するためにも利用されるために
設けられているが、ＨＳ－ＳＣＣＨを省略してしまって、いきなりＨＳ－ＰＤＳＣＨを介
してデータを送信することもできる。
【００５５】
　また、無線送受信部２は、ＣＤＭＡに対応しているため、受信信号について逆拡散処理
を施す逆拡散処理部６、逆拡散を行うタイミングをパスタイミングとして検出して逆拡散
処理部６に与えるサーチャー部７を備えている。
【００５６】
　制御部３は、Ｈ－ＡＲＱを実行するためのＭＡＣ－ｈｓ送信処理部８、サーチャー部７
に対してパスサーチの対象とすべき移動局を指定する割り当て部９と、記憶部５に記憶し
ているＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信すべきデータの送信順のスケジュールを管理するス
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ケジューラ１０を備えている。尚、割り当て部９は、スケジューラにより管理されるＨＳ
－ＰＤＳＣＨの送信制御に応じてパスサーチの対象を特定するが、具体的な動作について
は後述する。
【００５７】
　尚、記憶部は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信するデータである送信待ちデータと、ス
ケジューラにおけるスケジューリングに利用される送信先候補として優先的に選択すべき
順を示す優先順情報を記憶している。
・「サーチャー部７」
　次に、サーチャー部７の構成について図３を用いて詳細に説明する。
【００５８】
　図３は、サーチャー部７の詳細構成を示す。
【００５９】
　図において、７１は相関算出部（マッチドフィルタ）、７２は逆拡散コード生成部、７
３は平均化部、７４は比較部をそれぞれ示す。
【００６０】
　相関算出部７１は、個別チャネル、ＨＳ－ＤＰＣＣＨ等の上りチャネルを介して受信し
た受信信号と、逆拡散コード生成部７２から入力される逆拡散コードを用いて相関値を算
出する。その際、逆拡散コードは、パスサーチの対象となる移動局に対応した逆拡散コー
ドが設定され、受信信号と逆拡散コードとの相対的な位相関係（逆拡散タイミング）をず
らしながら相関値が算出される。
【００６１】
　尚、パスサーチの対象となる移動局（逆拡散コード）の特定は、割り当て部９により行
われ、逆拡散コード生成部７２、平均化部７３、比較部７４等は特定された移動局につい
ての遅延プロファイルを作成し、パスタイミングを出力する（パスサーチを行う）ように
動作する。従って、割り当て部９により、他の移動局（逆拡散コード）が特定されれば、
この他の移動局についてのパスサーチを行う。
【００６２】
　平均化部７３は、相関算出部７１から出力された各位相関係（逆拡散タイミング）にお
ける相関値を電力化部７５で電力化し、更に、加算器７７でプロファイルメモリ７６に既
に記憶済みの相関値と加算することで平均化処理を行い、加算結果を遅延プロファイルと
してプロファイルメモリ７６に格納する。
【００６３】
　比較部７４は、各逆拡散タイミングにおける相関値の積算値を比較し、例えば、上位Ｎ
個のパスタイミング（ｔ１～ｔｎ）を出力し、逆拡散処理部６に与える。
【００６４】
　尚、出力するパスタイミングの種類の最大値は、好ましくは後述する逆拡散処理部６で
割り当て可能な最大のフィンガ数（ｍ）以内とする。
【００６５】
　図４は、遅延プロファイルの概念図であり、この例では、パスタイミングｔ１～ｔ４が
相関値の高い上位４パスに対応し、各フィンガ＃１～＃４に割り当てている。尚、最大の
フィンガ数はここでは４である。
・「逆拡散処理部６」
　次に逆拡散処理部６の詳細構成について図５を用いて説明する。
【００６６】
　図５は、逆拡散処理部６の詳細構成を示す図である。
【００６７】
　図において、６１は受信信号についてマルチパス対応に逆拡散、同期検波を行うための
複数のフィンガ部を示し、６２は、各フィンガ部からの逆拡散処理御の信号をＲＡＫＥ合
成して出力し、信号判定部、復号部等へ復調信号を与えるＲＡＫＥ合成部を示す。
【００６８】
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　即ち、サーチャー部７によって検出されたパスタイミングが各フィンガ部に入力され、
各フィンガ部は、入力されたパスタイミングで逆拡散処理を行うように、受信信号と逆拡
散コードとの相対位相を制御して逆拡散を行う。
【００６９】
　尚、ＲＡＫＥ合成により１つに合成される複数のフィンガ部は、マルチパスを介して受
信した１の受信系列について逆拡散を行った複数のフィンガ部である。異なる移動局から
のデータや、同じ移動局からの他のデータ系列を受信する場合には、それぞれについて複
数のフィンガ部が割当てられ、同じデータ系列内でＲＡＫＥ合成が行われる。
・「パスサーチの割り当て」
　ここで、パスサーチの基本的な時分割的動作について図６を用いて説明する。
【００７０】
　図６は、パスサーチの割り当てについて説明するための図である。
【００７１】
　この例では、１ユーザ（移動局）あたりＴｓ（ｓｅｃ）の時間をかけて、サーチャー７
におけるパスサーチを行い、順次パスサーチの対象ユーザ（移動局）を切り替えている。
【００７２】
　ここで、パスサーチの対象となるユーザ（移動局）数がＫとすると、各ユーザによって
パスサーチ周期はＫ×Ｔｓ（ｍｓ）になる。
【００７３】
　パスサーチを終えると、各ユーザ対応に、パスタイミングがサーチャー７から出力され
、それぞれ対応するフィンガ部６１に入力される。
【００７４】
　これにより、各ユーザ（移動局）に対して等しく一定周期でパスサーチが実行され、サ
ーチャー部７が時分割により複数ユーザ間で共用されることとなる。
【００７５】
　しかし、この実施例では、このパスサーチの割り当てをスケジューラにおけるＨＳ－Ｐ
ＤＳＣＨの送信制御に応じて行うようにする。
【００７６】
　即ち、スケジューラ１０は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータの送信を行う対象の移動
局を複数の送信先候補の移動局から選択し、選択した移動局に対してＨＳ－ＳＣＣＨを介
して送信予告を行い、２スロット後のＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してＨＳ－ＳＣＣＨで指定し
た送信形式で実際にデータを送信するように無線送受信部２を制御する。
【００７７】
　尚、この複数の送信先候補の移動局は、ＨＳＤＰＡのサービス中である移動局であって
、例えば、ＨＳＤＰＡのサービス要求を既に行って、移動網側によって受け入れが許可さ
れた移動局である。
【００７８】
　そこで、スケジューラ１０から、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータを送信しようとして
いる移動局を特定する情報（その移動局が送信に用いる拡散コード情報）を割り当て部９
に通知するようにする。
【００７９】
　割り当て部９は、通知された特定の移動局についてパスサーチを行うように、サーチャ
ー部７を指示する。
【００８０】
　例えば、図６においてユーザ１のパスサーチ中にこの通知を受けたとすると、サーチャ
ー部７は、次のパスサーチに際には、ユーザ２のパスサーチではなく、ユーザ１のパスサ
ーチを実行する。
【００８１】
　その際、移動局の特定を行ってから、この移動局からＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ信号を受信
するまでの間にパスサーチが完了するようにパスサーチの期間を設定することが望ましい
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。
【００８２】
　図１の例では、ＨＳ－ＳＣＣＨの送信からＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ信号）の受信までは１
０ｍｓに満たないため、パスサーチに２０ｍｓかかる場合は、移動局の特定は、ＨＳ－Ｓ
ＣＣＨの送信前（例えば、ＡＣＫ信号、ＮＡＣＫ信号の受信から２０ｍｓ前）に行われる
方が都合がよい。
【００８３】
　尚、そのような早い特定が難しい場合は、遅延プロファイルの精度は低下する可能性が
あるがパスサーチの期間を短縮することで対応することもできる。但し、少なくともＡＣ
Ｋ信号、ＮＡＣＫ信号の受信からパスサーチの期間Ｔ以上前に移動局の特定が行われるこ
とが望ましい。
【００８４】
　また、早い移動局の特定を実現するための１手法として次のことが考えられる。
【００８５】
　例えば、スケジューラ１０が、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介したデータの送信先の候補として
の複数の移動局について優先順位を記憶部５に記憶させることで、優先順位の管理制御を
ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信制御の一環として行っている場合に、この優先順位情報を利用す
るのである。
【００８６】
　即ち、割り当て部９は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信についの優先順位情報を管理するスケ
ジューラ１０から優先順位の高い移動局を特定する情報を取得する。
【００８７】
　そして、この取得した情報で特定される移動局についてパスサーチを行うように、先の
例と同様にサーチャー部７を制御するのである。
【００８８】
　尚、この際、スケジューラ１０は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを開始でデータ送信を行う先の移
動局の選択は、記憶部５に記憶したＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信先候補として優先順位の高い
移動局が選ばれやすくなるように行っていることが望ましい。
【００８９】
　このうようにすることで、スケジューラ１０として、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータ
送信を行う先の移動局の特定が確定していない状態であっても、いち早く送信先となる可
能性の高い移動局を特定することができるからである。
【００９０】
　以上のようにすれば、サーチャー部７では、ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータ送信を行
ってＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ信号）を受信することとなる移動局について優先的にパスサー
チを行うことができ、受信確認ができないために不要な再送制御を行ってしまうような事
態が少なくなる。
・「移動局１５」
　次に、ＨＳＤＰＡに対応した移動局について図７を用いて説明する。
【００９１】
　図において、１５は移動局、１６は無線基地局１との間で無線信号を送受信するための
無線送受信部、１７は各部の制御部を行う制御部、１８は音声、文字、各種設定情報等の
情報を入力するための入力部、１９はＣＰＩＣＨの受信品質とＣＱＩ情報の対応関係を示
すＣＱＩテーブルや、Ｈ－ＡＲＱを実現するために、ＣＲＣエラーが検出された受信デー
タ（ＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して受信したデータ）を記憶するための記憶部を示す。
【００９２】
　また、無線送受信部１６は、無線基地局１の無線送受信部２の各処理部に対応するよう
に設けられたＣＰＩＣＨ受信部２０、ＨＳ－ＳＣＣＨ受信処理部２１、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ
受信処理部２２、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ受信処理部２３、個別チャネル送受信部２４を示す。
【００９３】
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　一方、制御部１７は、Ｈ－ＡＲＱの動作制御等を行うＭＡＣ－ｈｓ処理機能部２５、Ｒ
ＬＣレイヤ処理機能部２６、後述するモードの制御を行う機能を備えたモード制御機能部
２６等を備えている。
【００９４】
　以上の構成により、移動局１５は、ＨＳ－ＳＣＣＨを介して送信予告を受信した場合に
は、２スロット遅れのＨＳ－ＰＤＳＣＨを介してデータを受信し、その受信結果をＡＣＫ
信号（ＮＡＣＫ信号）として基地局１に送信する。
【００９５】
　また、個別チャネル送受信部２４により、パイロット信号を継続的に送信することで、
基地局１において各スロットにおいて、パスサーチを可能としている。
【００９６】
　以上が、本実施形態に関係する無線基地局、移動局の構成の説明である。
【００９７】
　次に、サーチャー部７におけるパスサーチの割り当て制御（１～４）についてフローチ
ャートを用いて説明する。
・「割り当て方法（その１）」
　図８は、割り当て部９における割り当て制御について説明するためのフローチャートを
示す。
【００９８】
　割り当て部９は、パスサーチの対象とする移動局を特定する際には、まず、ステップ１
において、新たに通信要求（例えばＨＳＤＰＡのサービス要求）のあった新規ユーザ（移
動局）が存在するかどうか判定する。ここで、新規ユーザ（移動局）が存在する場合は、
ステップ６に進み、新規ユーザ（移動局）の中から平等に選んだ新規ユーザ（移動局）を
特定し、特定した移動局についてパスサーチの対象とするようにサーチャー部７に通知す
る。
【００９９】
　一方、ステップ１で、新規ユーザ（移動局）がないと判定されると、ステップ２に進み
、無線同期がはずれてしまったユーザ（移動局）が存在するかどうか判定する。尚、無線
同期の確立状態は、遅延プロファイルの相関値が一律に低い場合や、同期ワードの不一致
等により無線送受信部２において容易に検出可能である。
【０１００】
　ここで、同期が外れたユーザ（移動局）があると判定すると、ステップ５に進み、同期
がはずれたユーザ（移動局）の中から平等に選んだユーザ（移動局）を特定し、特定した
移動局についてパスサーチの対象とするようにサーチャー部７に通知する。
【０１０１】
　一方、同期が外れたユーザ（移動局）がないと判定すると、ステップ３に進み、スケジ
ューラ１０の送信制御に応じてユーザ（移動局）を特定し、特定した移動局についてパス
サーチの対象とするようにサーチャー部７に通知する（ステップ４）。
【０１０２】
　例えば、記憶部５における優先順情報に基づいてＨＳＤＰＡのサービス中（ＨＳ－ＰＤ
ＳＣＨを介したデータの受信待ち）である複数の移動局の中から最も優先順位の高い移動
局を特定するのである。
【０１０３】
　このようにすると、よりパスサーチが必要とされる新規ユーザ、同期はずれのユーザが
パスサーチの候補として優先されるため、パスサーチが効率的に行われることとなる。
・「割り当て方法（その２）」
　図９は、割り当て部９における割り当て制御について説明するためのフローチャートを
示す。
【０１０４】
　図８のフローチャートと比較すると、新規ユーザ判定、同期外れユーザ判定で新規ユー
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ザ有り、同期外れユーザ有りと判定した場合の処理が変更されている。
【０１０５】
　従って、この変更点について説明し、他の処理は図８の説明を援用する。
【０１０６】
　さて、ステップ１１で新規ユーザ（移動局）有りと判定すると、ステップ１７に進むが
ここで、スケジューラ１０におけるＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信制御が考慮されることとなる
。
【０１０７】
　即ち、割り当て部は９は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信が行われる（送信が行われるであろ
う）移動局を優先順位情報等を用いて特定し、その特定した移動局についてパスサーチを
行なうように、サーチャー部７を制御するのである。
【０１０８】
　尚、ステップ１２で同期外れのユーザ有りの判定をした場合も同様にＨＳ－ＰＤＳＣＨ
の送信制御が考慮される。
【０１０９】
　このようにすることで、ＨＳＤＰＡのサービス中の移動局の方がＨＳＤＰＡのサービス
中でない移動局よりも優遇してパスサーチが行われることとなるし、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの
送信が行われる可能性の高い移動局がよりパスサーチの対象となりやすくなる。
・「割り当て方法（その３）」
　図１０は、割り当て部９における割り当て制御について説明するためのフローチャート
を示す。
【０１１０】
　図８のフローチャートと比較すると、新規ユーザ判定、同期外れユーザ判定で新規ユー
ザなし、同期外れユーザなしと判定した場合の処理が変更されている。
【０１１１】
　従って、この変更点について説明し、他の処理は図８の説明を援用する。
【０１１２】
　さて、ステップ２０、２１で、新規ユーザ（移動局）無し、同期外れユーザ無しと判定
すると、ステップ２２に進み、ここで、スケジューラ１０におけるＨＳ－ＰＤＳＣＨの送
信制御が考慮されることとなる。
【０１１３】
　即ち、ステップ２２において、割り当て部９は、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信が行われる（
送信が行われるであろう）移動局を優先順位情報等の内容をチェックする。
【０１１４】
　そして、優先順位の高いものから順にパスサーチ対象ユーザ選択処理（ステップ２３）
に進む。
【０１１５】
　即ち、最も優先順位の高いユーザ（移動局）宛てにＨＳ－ＰＤＳＣＨを介して送信すべ
きデータが記憶部５に記憶されているかどうかステップ２４で判定し、送信データありの
場合は、その移動局パスサーチの対象として特定し、サーチャー部７に通知する。
【０１１６】
　しかし、送信データ無しの場合は、ステップ２５に進み、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信候補
である全て移動局についてステップ２４の判定を行ったかチェックし、未完了の場合は、
ステップ２３に戻り、次の順位の移動局について同様にステップ２４の判定を行っていく
。
【０１１７】
　しかし、ステップ２５で、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信候補である全て移動局についてステ
ップ２４の判定を行ったと判断した場合は、ステップ２６に進む。
【０１１８】
　この場合は、データ有無によらずに、優先順位の高い移動局についてパスサーチを行う
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ように制御する。
【０１１９】
　このようにすることで、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信先として選択される可能性の高い移動
局についてパスサーチがされやすくなるが、そもそも送信データがない場合は、パスサー
チの対象として選択されずらくなるため、効率的である。
・「割り当て方法（その４）」
　図１１は、割り当て部９における割り当て制御について説明するためのフローチャート
を示す。
【０１２０】
　基本的に図１０の割り当て方法において、ステップ２７、２８をステップ３７～ステッ
プ４０に置き換えたものであるが、この部分は、図９を用いて説明済みのため図９、図１
０の説明をもって図１１の詳細な説明は省略する。
【０１２１】
　尚、新規ユーザ判定、同期外れユーザ判定等の判定のいずれか又は双方を省略すること
もできることに留意すべきである。
・「その他」
　最後に、パスサーチ制御に基づいてＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信スケジュールを制御するこ
とについて説明する。
【０１２２】
　先の実施例では、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信制御に応じてパスサーチの制御を行ったが、
この関係を逆とすることもできる。
【０１２３】
　即ち、サーチャー部７は、パスサーチを行った移動局（ユーザ）又はパスサーチの結果
が良好な移動局（ユーザ）を割り当て部９を介してスケジューラ１０に通知する。
【０１２４】
　ここで、パスサーチの結果が良好であるとは、所定の基準値以上の相関が得られている
パスが遅延プロファイルに含まれる場合や、所定の基準値以上の相関が得られているパス
ウ数が複数検出されている場合等が該当する。
【０１２５】
　そして、スケジューラ１０は、通知された移動局に対してＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信が行
われ易くなるように制御する。
【０１２６】
　例えば、記憶部５の優先順位情報を更新し、通知された移動局についての優先順を上げ
ることが考えられる。
【０１２７】
　好ましくは、パスサーチを行った移動局については所定時間だけフラグを立てておく（
記憶部５において対応するデータ領域にＦを所定時間だけ記憶させ）、優先順位のチェッ
クの際に、Ｆが記憶されている移動局の優先順位を所定順位上げるのである。
【０１２８】
　このようにすることで、パスサーチから所定時間内だけスケジューラにより選択されや
すく、その後はパスサーチの結果が信頼性が低下するため他の移動局と同様の条件にする
のである。
【０１２９】
　以上のようにすることで、単にＣＱＩ情報等の下り回線品質だけ良好であるが、上り回
線については、パスサーチ結果が思わしくなく、ＡＣＫ信号（ＮＡＣＫ信号）の受信エラ
ーが生じ、再送等が生じてしまうといった事態が緩和されることとなる。
【０１３０】
　尚、上記実施例において、ＨＳ－ＰＤＳＣＨの送信を行った移動局に対して優先順位を
低下させる優先順位の更新制御を行うこともできる。
【図面の簡単な説明】
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【０１３１】
【図１】ＨＳＤＰＡにおけるチャネル構成を示す。
【図２】本発明に係る無線基地局を示す。
【図３】本発明に係るサーチャー部の詳細構成を示す。
【図４】本発明に係る遅延プロファイルを示す。
【図５】本発明に係る逆拡散処理部の詳細を示す。
【図６】本発明に係るパスサーチの割り当てを示す。
【図７】本発明に係る移動局を示す。
【図８】本発明に係る割り当て方法（その１）を示す。
【図９】本発明に係る割り当て方法（その２）を示す。
【図１０】本発明に係る割り当て方法（その３）を示す。
【図１１】本発明に係る割り当て方法（その４）を示す。
【符号の説明】
【０１３２】
１　　無線基地局
２　　無線送受信部
３　　制御部
４　　第１インタフェース部
５　　記憶部
６　　逆拡散処理部
７　　サーチャー部
８　　ＭＡＣ－ｈｓ処理機能部
９　　割り当て部
１０　スケジューラ
１５　移動局
１６　無線送受信部
１７　制御部
１８　入出力部
１９　記憶部
２０　ＣＰＩＣＨ受信部
２１　ＨＳ－ＳＣＣＨ受信処理部
２２　ＨＳ－ＰＤＳＣＨ受信処理部
２３　ＨＳ－ＤＰＣＣＨ送信処理部
２４　個別チャネル送受信部
２５　ＭＡＣ－ｈｓ処理機能部
２６　ＲＬＣレイヤ処理機能部
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